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学校管理下における熱中症死亡数（1960年～2011年） 
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中学校・高等学校発生時活動 
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学校管理下における死亡発生状況（1975～2011） 



スポーツ種目別発生数（2012) 
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発生時刻（1975～1990年） 
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日本体育協会 スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック（2013） 



 



暑さに対する慣れ（暑熱順化）の影響 
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スポーツ種目別発生数 
（屋外スポーツ 201２） 

日本スポーツ振興センター（2013） 
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野球・ソフトボール 

• 野球は全身を覆うユニフォーム 

• 練習時間が長い 

• 守備練習や持久走・ダッシュ練習などで多発 

• 投手や捕手などの運動量のポジション差が
大きい 



ラグビー・サッカー 

• 持久的・瞬発的運動が混在する 

• 屋外でも帽子をかぶれない 

• 持久走やダッシュ練習で発生しやすい 

• ラグビーは、ラック・スクラム等の練習・試合
でも発生（特に肥満傾向者は注意） 

• ゲーム中は水分補給がしにくい 

 



テニス・陸上競技 

• 持久走やダッシュ練習で多く発生 

• グランドサーフェースの素材による輻射熱量
の増加 

• 1日に数試合を行う場合がある 



 



 


